同志社 IN 京都 BY 京都人
整理日：2026年10月23（金）18:30
1．趣旨
京都生まれ・京都育ちの同志社大学卒業生として、京都の地理・文化・産業を地元の視点から案内し、続いて幕末から明治にかけて京都が経験した危機と再生を、人物のつながりを軸に紹介した。全体テーマは「京都の伝統と変革、そして同志社の誕生」である。
2．前半　地図を使った京都案内
地図上で場所を確認しながら、京都の企業・寺院・文化を紹介。歴史上の土地と現在の京都とを結びつけ、京都人ならではの視点で案内した。
・京都に関係する企業：任天堂、アイフル。
・京都の寺院：天龍寺をはじめとする京都五山、別格の南禅寺など。
・進行方法：地図を使い、場所とその背景を関連づけながら説明。
3．後半　スライド15枚による歴史講演
【幕末の京都と桂小五郎】京都を幕府・朝廷・諸藩が交錯する政治の舞台として紹介。八月十八日の政変、池田屋事件、禁門の変、薩長同盟を取り上げ、桂小五郎の交渉力と政治判断を説明した。戦乱が京都の町と人々に及ぼした被害にも触れた。
【木戸孝允と明治国家の形成】桂小五郎が木戸孝允として新政府の政治を担い、五箇条の御誓文、版籍奉還、廃藩置県へと続く制度改革に関わった過程を紹介。岩倉使節団と1872年の渡米を通じて新島襄との接点にも言及した。
【京都の衰退と復興への着手】天皇と首都機能の東京への移動に伴い、京都が人口・商工業の面で危機を迎えたことを説明。槇村正直、北垣国道らの府政、会津出身の山本覚馬による改革構想、京都博覧会、学校や新技術の導入を取り上げた。
【新島襄と同志社の創立】新島襄の海外留学と人格教育の理念、木戸孝允との関係、山本覚馬による京都での学校創立支援を説明。1875年11月29日、教員2人・生徒8人で同志社英学校が開校し、翌1876年に今出川へ移った経緯を紹介した。
【田辺朔郎と琵琶湖疏水】北垣国道の主導と田辺朔郎の技術的役割により、1885年着工、1890年完成の第1疏水を取り上げた。さらに1891年の蹴上発電所、1895年の京都の電気鉄道へとつながる都市の近代化を説明した。
4．結び
木戸孝允は制度を変え、山本覚馬と新島襄は教育と人材育成に力を注ぎ、北垣国道と田辺朔郎は水と技術で都市の基盤を整えた。個々の取り組みは異なるが、いずれも変革期の京都と日本の未来を切り開く試みであった。同志社は、そのような京都の再生の時代に誕生した。
